
　平素より、（社）三原青年会議所に対し、暖かいご理
解とご支援を賜りまして心より厚くお礼申し上げます。�
　さて、この度、右記の通り２００３年度の（社）
三原青年会議所の新役員が決まりましたので、ここ
に紹介させていただきます。�
　（社）三原青年会議所は、１９６２年創立以来「明
るい豊かなまちづくり」を基本理念に様々な活動を
展開する中で、その時代の流れと先を見据える目を
持って、１９７３年に「瀬戸のインターチェンジ三
原―歴史と未来の調和した福祉都市へ―」構想、１
９８５年に「インターフェイスみはら２１Ｃ－瀬戸、
ロマン、国際色豊かな都市“三原”」構想、１９９２
年に「ニューグラビティみはら－ドラマチックな出
会い！広域交流都市－」構想、２０００年に「コラ
ボレーションシティ２１」構想と４つのビジョンを
提唱してまいりました。これらのビジョンは基盤整
備の方向性、まちづくりにおける市民参加の重要性、
広域の連携・広域交流の必要性等、いずれもみはら
広域圏発展の方向性を明確にするとともに、広く多
くの皆様の共感を得ることができたことと思います。�

　さて、みはら広域では広域合併が急ピッチで進み、
本年７月には「任意協議会」が設立され、“地域のこと
は地域で考え決定し責任をとる”「地域の時代」が現実
味を帯びてまいりました。今後、ますます地域住民と
行政とが本音で語り合う「協働のまちづくり」を目指
してゆかなければなりません。�
　そこで、２００３年度（社）三原青年会議所は、本
年度のスローガン「創発」の志を受け継ぎ、市民の皆様、
並びに広域の方々とともに語り合い、夢の実現に向け
て、若者らしく勇気と情熱を持って歩んでゆきたいと
思います。また、本年創立４０周年を迎え、今一度原
点に立ち戻り、一人ひとりが思いやりの心を持った魅
力ある会員として、また、魅力溢れる（社）三原青年
会議所となるべく今後も活動してまいります。�
　最後になりましたが、先輩諸兄が築いてこられた歴
史と伝統を継承しつつ、会員一丸となって「明るい豊
かなまちづくり」に取り組んでまいります。今後とも
引き続き、皆様の暖かいご指導とご鞭撻を賜りますよ
う宜しくお願い申し上げます。�

ご希望の方は下記アドレスまで�

www.mihara-jc.com

「やっさもっさ」�

メールマガジンを�
発信しています。�

�

　今年の７月末に任意の合併推進協議会が設立され、

合併も加速度を増していく中、三原市側からの編

入合併という提案を受けて本郷町・久井町共に各

自治体内で議論を進めているようです。しかし、

当初の構想だった瀬戸田町を加えた一市三町の合

併という話にはまだなっていません。昨年のアン

ケートでは瀬戸田町民の約半数が三原市との合併

を望んでいるようだが、瀬戸田町議会では、時期

尚早との声もあり、先行きは未だ不透明です。来

年の６月には法定協議会の設置が予定されており、

合併について柔軟な対応のできる任意協議会のう

ちに十分議論しておく必要があるのではないでし

ょうか。三原市の姿勢としては、合併後のまちづ

くりを協働で行っていく方向と聞きますが、瀬戸

田町を含めた魅力あるまちを一緒に創ってゆきた

いものです。�
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　仮入会員期間を経て以下の

とおり、９名を（社）三原青年会

議所に迎えることが出来まし

た。今後も皆様の暖かいご支

援、ご鞭撻をたまわりますよ

うお願いいたします。�

�

新入会員紹介�新入会員紹介�
�

井原　夏生�
1井原自動車�
三原市和田町�

今井　督和�
1ワイズコーポレーション�
三原市城町�

岡田　佑一�
1リアルサポート�
三原市港町�

生駒　明宣�
�新栄商事�
豊田郡本郷町　　�
�

原　　邦高�
1原アルミ建材�
三原市沼田西町�

藤井　健司�
2藤井鋼産�
三原市和田町�

松尾　清治�
2山陽高速印刷�
三原市沼田東町�

桜井　靖光�
2安芸緑化機材�
豊田郡本郷町�

坂井　隆伸�
広陽フッソ産業1
三原市須波西町�

「住民にとって暮らしやすいまち」「愛着の持てるまちを」を目指して様々な市民団体が活動していま
す。そこで、各団体の認知度アップや新たなネットワークのきっかけづくりを目的として、団体の活動
内容をシリーズで連載いたします。�
ホームページでも、市民活動団体の紹介をしています。�
アドレスは　http://www.tilde.co.jp/mjc_data2/top.htmです。是非、ご覧下さい。�

�

ホタルの里づくり研究会三原� みはら映画祭実行委員会�ホタルの里づくり研究会三原�
代 表 者 ◆平丸　一磨 �
住 　 所 ◆〒723-0474�

三原市沼田西町惣定1205�
TEL/FAX（0848）66－2752�

活動目的◆この会は、ホタルの里づくり（愛護活動）
を通して、自然環境の保護と再生を目指す
ことと、三原市内各地にホタルが飛び交う
情緒豊かな住みよいまちづくりを推進し、
次の世代に送ることを目的としている。�

一言PR�
　10年間ホタルの愛護活動を行ってきました。その成果が表れ生息数の増減はある
ものの、毎年乱舞が見られるようになりました。今後は今までの活動実績を生かして
心豊かな人づくりを目指し、小中学校の総合学習や世代交流学習に微力ながら積極的
に参加していきます。�
�

みはら映画祭実行委員会�
事務局長◆中野　義孝�
住　　所◆〒723-0131�

三原市小坂町1260-13�
TEL/FAX（0848）66－4589  �

活動目的◆みはらに深くゆかりのある田坂具隆映画
監督、新藤兼人監督等の作品を｢映画の
まち・みはら｣という視点で、映画作品
に関する土壌を掘り下げて検証、研究し
日本映画の魅力を再発見する。また、みはらの重要な観光資源を広く認知
していただき今後のまちづくりに活かすことを目的とする。�

一言PR�
　第2回みはら映画祭を、10月17日～20日で行う予定です。17日（田坂監督命日）は、
墓前祭、18日からは三原文化会館にて「陽のあたる坂道：石原裕次郎主演」など田
坂監督の作品を中心に8本程度上映、会場ロビーに監督に関わる貴重な資料・物品の
展示などを予定しています。詳しくは上記事務局長に問い合わせください。�

（実行委員長　大藤直也）�
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